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沼南会グループは 118 床の沼隈病院を基幹病院とし、入所系サービスや在宅支援事業をお

こなっている。沼隈病院での褥瘡新規発生率は 2％前後であるが、褥瘡持ち込み患者数は

増加している。褥瘡対策委員会は新たな取り組みを検討する中で、関連施設である老健ぬ

まくまに着目した。委員会は会議で報告をうけ、褥瘡発生者の評価とケア等の検討を行な

ってきた。報告を待つのではなく、褥瘡対策チームによる回診をおこなうことで老健施設

の現状把握とスタッフへの現場教育を行うこととした。開始後 1 年が経過し効果が得られ

たので、その結果を報告する。 

 

 

[方法] 

褥瘡回診は月１回実施し、褥瘡保有者および老健スタッフが選定した利用者に褥瘡処置や

スキンケアなどを実技をもとに指導した。 

 

 

[結果] 

褥瘡新規発生時に委員会に報告される褥瘡の深達度を介入前後で比較すると、介入前は一

番深い褥瘡は DU：判定不能が毎年１～２例あったが、介入以後は D3：皮下組織までの損傷

であった。老健看護師は褥瘡かスキントラブルかの判断に悩んでいた。気づきを聴き、問

題解決にむけて教育・協働することで、介護スタッフからも積極的な質問がでるようにな

り利用者の個別的ケアやマットレスの適切使用についての指導ができた。 

 

 

考察 

褥瘡が深い状態になる前に発見・報告されるようになったことは、介入により老健褥瘡対

策委員やスタッフの褥瘡に対する意識が高まったことの表れと考える。また、老健では判

断に迷いケア等の対応に苦慮するうちに深い褥瘡へと悪化する症例あると考えることがで

きる。回診は現場教育の場となるだけでなく、委員会と老健スタッフとをつなぐ情報共有

の場となることがわかった。 
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沼隈病院の褥瘡 推定発生率は昨年 1.8％で、
1％以下を目標に委員会ならびに対策チームは活動を行っている。
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褥瘡の持ち込み患者数は、保有患者の約7割を毎年占めている。保有患者は入院期間
の長期化などの問題もあり 委員会は新たな取り組みを検討した。
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